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CONFIDENTIALITY AND LEGAL NOTICE

This material contains information that is confidential and proprietary to Juniper Networks, Inc. 
Recipient may not distribute, copy, or repeat information in the document.

This statement of product direction sets forth Juniper Networks’ current intention and is subject to 
change at any time without notice. No purchases are contingent upon Juniper Networks delivering any 
feature or functionality depicted in this presentation. 

subject to a license agreement that describes program terms and conditions.

本資料は融資でベストエフォートで記載している資料となります。

内容に不備がある場合はご了承ください。
最新の状況などは公式のマニュアルをご確認ください。
また、内容は予告なしに変更になる場合があります。
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はじめに

本資料はApstraのインストールからネットワーク構築までの⼿順をまとめたものです。
主にJunosを管理する⼿法を記載しており、他のネットワークOSを考慮していません。
不明点はJuniper Networks、またはパートナー様にご連絡いただくか、
Apstraのマニュアルを参照下さい。

※Apstraの管理、運⽤に関わる設定、ネットワーク監視は別紙参照。

Apstraマニュアル
https://www.juniper.net/documentation/product/us/en/apstra

https://www.juniper.net/documentation/product/us/en/apstra
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Apstra 4.0.2
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⽬次

ネットワークリソース

• ASN
• VNI
• IPv4
• IPv6

ブループリント

• ブループリント作成
• アンダーレイ

• Staged
• Connectivity Template
• ホスト名
• 結線

• デバイスへ設定投⼊
• 差分確認
• エラーチェック
• Commit

• オーバーレイ
• コンフィグレット
• フィルタ
• IPv6
• DCI
• バーチャルインフラ

Apstraサーバーインストール

• サーバ必要条件
• サーバインストール

Webユーザインタフェース

• アクセス⽅法

デバイス

• Apstraエージェント
• エージェントプロファイル
• デバイス管理
• デバイスプロファイル
• ZTP

ネットワーク構築・運⽤の全体イメージ

ネットワーク構築⼿順

ネットワークデザイン

• ロジカルデバイス
• インタフェースマップ
• ラックタイプ
• テンプレート
• コンフィグレット
• プロパティセット

外部システム

• 3rd パーティコントローラ

補⾜資料
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ネットワーク構築・運⽤の全体イメージ

NW機器⼯場出荷
管理ポート結線

Apstra・ZTP
インストール

ZTPApstra

NW機器

Apstraエージェントインストール
管理IPアドレス採番
初期コンフィグ設定
NOSバージョン変更

エージェントインストール
（ZTPを使わない場合）

ネットワークデザイン
コンフィグ作成
ケーブルマップ作成

どちらか

サービス⾯
ケーブリング

ケーブル
表参照

設定投⼊

※Apstra導⼊前にケーブリングしてもよい）。

構築

運⽤

初期構築完了

追加・変更・削除作業
・ ラック
・ サーバー
・ エッジポート・スピード
・ オーバーレイ

メンテナンス作業
・ NOSメンテナンスモード
・ NOS・Apstraバージョンアップ
・ イベントログ確認
・ ロールバック

ダッシュボード
アナリティクス
・ ネットワーク正常確認
・ 障害予兆検知

ログ・データ確認
・ シスログ
・ ストリーミング
・ Apstraクラスタ

本資料の範囲
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Apstraインストール

Apstra Agentインストール

Apstra ZTP インストール

ESXi / KVM

ESXi / KVM or Container

管理IPアドレス（DHCP）
NOSバージョン変更
NOSライセンス(⼀部NOS)
Apstra Agentインストール

ポート構成の定義

- Logical Device(LD) -
ポート構成・役割
SS, Spine, Leaf, Server

スイッチHW・SWの定義

- Device Profiles(DP) -
モデル、NOS、ポート構成
Switch, Server

２つをマッピング

- Interface MAP -
Logical Deviceと
Device Profileをマッピング

Rack構成

- Rack Types -
Leaf、ServerにLD割当。
ラック内の接続構成を定義

NW全体構成
- Templates -
SS、SpineにLD割当。
SS、Spine、Leaf間の構成定義

Step1

デバイス管理

- Managed Device -
Apstra Agentインストール後に
Blueprintで使⽤することを許可

設定パラメータ作成

- Resources -
Loopback IP、Link IP、
BGP ASN, VNIを定義

Step２ Step3

オプション

Juniper提供

ZTP NW機器初期設定

インストール

Underlay作成

- Blueprint -
アンダーレイコンフィグ作成
コンフィグをスイッチに投⼊

Step4

ケーブリング

- Export Cabling Map –
Apstraが作成したケーブル表をダ
ウンロードして結線。

Overlay作成

- Blueprint -
オーバレイコンフィグを作成
コンフィグをスイッチに投⼊

ネットワーク構築⼿順
使⽤

ネットワーク完成

インストール

ハードウェア

デザイン

リソース・ER

ブループリント
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Apstraインストール
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Apstraサーバインストール
Apstraのイメージをダウンロード。
ご使⽤のハイパーバイザに合ったイメージをJuniperサイトからダウンロード。
https://support.juniper.net/support/downloads/

Apstra動作環境

※⼤規模なネットワークでは上記リソースでは⾜りない場合があります。詳細はJuniperにお問い合わせ下さい。

← Off-box Apstra エージェント数 = スイッチの台数

https://support.juniper.net/support/downloads/
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Apstraサーバインストール
ハイパーバイザでVMイメージを起動。

YesをクリックしてApstraサービス起動

1. シェルローカルユーザのパスワード変更 -> 任意
2. Apstra Webパスワード変更（WebUIからも変更可）-> 任意
3. ネットワーク設定変更 -> シェルで変更してもOK。”Eth0”を使⽤すること（デフォルト）
4. Apstraサービススタート・停⽌ -> 必須。クリック
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Apstraサーバインストール
Apstra起動確認
シェルでApstraの起動状態を確認。

各サービスのコンテナが起動していることを確認。 ５つUpしていること

active (exited) であること
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Webユーザインタフェース
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Webユーザインタフェース
ApstraのWebアクセス⽅法
ApstraのIPアドレスをブラウザに⼊⼒（例︓https://10.0.0.1）
ユーザID/パスワードを⼊⼒（デフォルト:admin/admin）。

ログイン

https://10.0.0.1/
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デバイス
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Apstraエージェント
エージェントの種類はON-BOX/OFF-BOXの２種類。

Apstraエージェントの主な役割

• ネットワーク機器を設定。
• 監視データを定期的に収集。
• イベントが発⽣した時、Apstraサーバに通知。
• ネットワーク機器のインベントリ情報を収集。

OFF-BOX: Apstraサーバ（または別サーバ）にインストー
ル

ON-BOX: ネットワーク機器にインストール

Juniperのネットワーク機器

Juniper以外のネットワーク機器
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Apstraエージェント
OFF-BOXエージェントのインストール⽅法は２つ。

WebUI操作

ZTPプロセス

ZTP

コネクション確認

本項ではWebUI操作⼿法を解説。
ON-BOXエージェントのインストールも同等の⼿順（WebUIの操作が⼀部異なる）
事前にApstraサーバーとネットワーク機器間でIP疎通できていること（Outboundインタフェースのみ対応）。
また、Apstraマニュアル記載の最低限のコンフィグがネットワーク機器に投⼊されていること（次ページ参照）。
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Apstraエージェント
エージェントインストール前のコンフィグ例（Junosの場合）
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Apstraエージェント
OFF-BOXエージェントWebUI操作インストール。

→ ネットワーク機器の管理IPをレンジ指定（⼀台のみも可)

→ ネットワークOS名（例︓junos)

→ sshログインID

→ sshログインパスワード
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Apstraエージェント
インストール結果確認。
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Apstraエージェントプロファイル
ネットワーク機器のsshログイン情報を予めプロファイル化する⽅法（オプション）。

→ プロファイル名（任意)

→ ネットワークOS名（例︓junos)

→ sshログインID

→ sshログインパスワード
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Apstraエージェントプロファイル
プロファイルをエージェント作成時に適⽤。

→ プロファイル適⽤

→ sshログインID/パスワードを毎回打たずに済む。
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デバイス管理
エージェントをインストールすると、それらのデイバスはManaged Devicesに登録される。

→ デバイスを全て選択し、Acknowlege selected systemsをクリック

Acknowledgedが全て緑になったことを確認。



© 2020 Juniper Networks 23
Juniper Business Use Only

デバイス管理
Acknowledgedを⾏う理由。

- ブループリントでデバイスを有効化。
- ネットワーク機器のインタフェースを“no shut”、LLDP有効。
- 不要なトラブルを防ぐため、ネットワーク機器のインタフェースをL2からL3に変更。
- デフォルトで⼊っている不要なコンフィグを削除。
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デバイス管理
ロケーションを登録すると、BPでデバイスを割り当てる際に確認しやすい（オプション）。

クリック

クリック

→ このハードウェアの説明（ロケーションやホスト名等）

使⽤する場所は以下のスライドを参照
ブループリント - Staged - Physical - Devices
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デバイスプロファイル
Apstraと連携できるHW・SWがデフォルトで登録されている。
デフォルト以外にも多数サポートしている機種あり。
新規登録はJuniperがJSONファイルを提供し、それをApstraにImport。

クリック
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デバイスプロファイル
機器名をクリックすると取りうるポート構成やハードウェア情報を確認できる。
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ゼロタッチプロビジョニング

Apstra ZTPで実現できること
• DHCPサービス
• Deviceのadmin/root パスワード設定
• Device System Agentのためのdevice user作成
• NOSのアップグレード/ダウングレード
• Device System Agentのインストール

Apstra ZTPはApstraと同じバージョンを使うこと。
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デザイン
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ロジカルデバイス
使いたいネットワーク機器及びGeneric機器のポート構成を定義する。
※当ページ以降は以下の構成を例にデザインを作成する。各々の構成に合わせパラメータを変えること。

用語 説明

Superspine Spineを束ねるスイッチ
Spine Leafを束ねるスイッチ
Leaf サーバや外接ルータを接続するスイッチ
Access Leafに接続するアクセスSW（未サポート）
Peer MLAG使⽤時の対向機器（Junos サポート外）
Unused 未使⽤ポート
Generic Leafに接続するサーバ、外部ルータ、FW等

外部NWx40 x10 x20 x10 x20
Rack1

x7
Rack2

x7
Rack3

x1

100G

10G

Spine

Leaf

L2 Server
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ロジカルデバイス
Spineのポート構成を定義

→ ”AOS”-”ポート数“x”スピード“-”番号”が⼀般的な名前

→ 使⽤予定のスイッチポート数分スライド

→ 100Gを選択

→ 右の“Connected To”向けに使いたいポート数を⼊⼒
→ Leaf以外接続しないのでLeafのみ
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ロジカルデバイス

→ 作成したものはQueryから検索できる
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ロジカルデバイス
Rack1、２のLeafポート構成を定義（続き）

100GはSpineのみ接続 →

→ Spine向け100G
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ロジカルデバイス
Rack1、２のLeafポート構成を定義（Rack1と2はサーバ接続形態が異なるが必要なポート数・役割は同じ）

続いて100Gポートを定義するためクリック→

サーバ接続 →→ サーバ向け10G
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ロジカルデバイス
Rack3のLeafポート構成を定義

続いて100Gポートを定義するためクリック→

サーバ接続 →→ サーバ向け10G
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ロジカルデバイス
Rack3のLeafポート構成を定義（続き）

100GはSpineと外部ルータ →

→ Spine向け100G
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ロジカルデバイス
本構成のサーバポートは10G x2, 10G x1、デフォルトのロジカルデバイスが使える。
※デフォルトにない構成の場合、SpineやLeaf同様に新規作成。

ポート数が少ないものは予めサーバ⽤に
準備されている。
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ロジカルデバイス
本構成の外部ルータ構成はデフォルトのロジカルデバイスにないので新規作成。

← 外部ルータは100Gx2でLeaf接続
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インタフェースマップ
Logical DeviceとDevice Profileのマッピング。

Interface Map（IM）

Logical Device（LD）

Device Profile（DP）

ベンダーに依存しないポート構成

実際のハードポート構成

Blueprintで使⽤

Logical Device Interface Map Device Profile
AOS-32x100-2 Juniper_QFX5120-32C
AOS-48x10+4x100-1 Juniper_QFX5110-48S
AOS-48x10+8x100-2 Juniper_QFX5120-48Y

ロジカルデバイスで作成したもの Juniperが事前に準備したプロファイル
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インタフェースマップ
Interface MAPを作成。

→ LDとDPを選択すると⾃動で作成される。

→ LDを選択 → DPを選択

→ クリック

→ 上記で表⽰されたポート分選択。
ドラッグで⼀括選択可。

Spine⽤
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インタフェースマップ
Interface MAPを作成（続き）。

→ LDのPort Groupが複数ある場合は個々にポートを選択

Leaf⽤



© 2020 Juniper Networks 41
Juniper Business Use Only

インタフェースマップ
Interface MAPを作成（続き）。 Border Leaf⽤
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インタフェースマップ
Interface MAPを作成（続き）。 外部ルータ⽤
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ラックタイプ
事前に作成したLeaf機器とサーバ⽤のロジカルデバイスを使い、ラック構成のテンプレートを作成。

外部NWx40 x10 x20 x10 x20

Rack1
x7

Rack2
x7

Rack3
x1

100G

10G

Spine

Leaf

L2 Server

本構成では３つのラックタイプを作成。
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ラックタイプ

→ 任意のラック名を定義。後で修正可。

→ 3 Stage CLOSを作成

設定項⽬

Rack1のテンプレートを作成。
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ラックタイプ
ラック内のLeafを設定。

L2︓LAGを使いLeafへチーミングする構成
L3︓SVIやRouted Portでリンク毎にIPを割り振る構成

→ 事前に作成したロジカルデバイスを選択

→ Spineに接続するケーブル本数とSpeed。

→ LeafのL2冗⻑⽅式（JuniperはESI）。ESIを選択すると⾃動でLeafが2台構成になる。

→ 識別⼦を定義、タグなしも可。

※Tagは後述するConnectivityTemplateやその他の検索で使⽤するもので必須ではない。

→ 仮にLeaf配下の機器がL2（LAG）冗⻑しない構成（シングル接続やL3冗⻑）の場合はNoneを選択

外部NW
→ 任意のLeaf名を定義。スイッチのホスト名の⼀部になる。

上記のようにLAGを使わない場合は
Add new leafでラック内のLeafを増やす
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ラックタイプ
ラック内のGeneric Systemsを設定。

→ ロジカルデバイスを選択

→ ラックに搭載するサーバ数（後で可変）

→ 任意の名前を定義。ホスト名の⼀部になる。

→ サーバ向けLAGに使うポートチャネル番号
設定しなければApstraが⾃動アサイン。

→ クリック

→ クリック

→ 任意のlink名を定義。

→ 前ページで設定したLeafを選択。

→ Single-Homed︓１台のLeafに接続
Dual-Homed︓２台のLeafにチーミング

→ Leaf〜Server間のLAGモード

→ サーバからLeaf毎に何本接続するか

→ リンクスピード

→ タグ指定。ブランク可。 → タグ指定。ブランク可。
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ラックタイプ
本構成の”Rack1”テンプレート完成。
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ラックタイプ
同様に”Rack2”のテンプレートを作成。（Rack1との差分であるサーバの接続形態部分のみ解説）
似たようなラックタイプを作る場合、クローンして流⽤可。

新規作成
または
クローン
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ラックタイプ
同様に”Rack2”のテンプレートを作成
※Leafの説明は省略

Generic System Groupを３つ作成

両Leafにチーミングするサーバ ⽚⽅のLeafにシングル接続するサーバ もう⽚⽅のLeafにシングル接続するサーバ

→ ロジカルデバイスはシングル構成

→ Single-Homed
→ 接続するLeafを選択 → もう⽚⽅のLeafを選択→ Dual-Homed



© 2020 Juniper Networks 50
Juniper Business Use Only

ラックタイプ
同様に”Rack3”のテンプレートを作成。

→ Rack1と異なるロジカルデバイス

→ 外接ルータの構成を問わず、
サーバがLeafとLAG接続するのでESI

サーバを定義
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ラックタイプ
３つのラックタイプ完成
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ラックタイプ
Collapsed Spine構成(spineless)かつLeafにAccess Switchを接続する場合

補⾜︓SpinelessでAccess Switchを指定しない構成も、L3 ClosでAccess Switchを接続する構成も可能
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Collapsed Fabricデザイン
Junosのみ可能な構成であることに注意

Link Types
L2 (802.1q or Native 
VLAN)

L3 (Native IP)

VXLAN

EVPN 

VRF

L3 VNI

L2 VNI 

VRF (L3) Peering 

External INET0 (L3) Peering 

構成例
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Collapsed Fabricデザイン（DeviceとRack Type)

Leaf同⼠を接続して冗⻑をとる必要があるため、Leafに
使⽤するLogical Deviceの接続先に”Leaf”を指定する

Rack Type作成時には”L3 Collapsed”を指定する
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Collapsed Fabricデザイン（Template)
“Collapsed”を指定

Rack指定は一つまで

Leaf間を接続するケーブル数と
リンクスピードを指定
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Collapsed Fabricデザイン（Template)
Collapsed Fabric Templateが作成された状態
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Collapsed Fabricデザイン（Blueprint)
Collapsed FabricのTemplateを指定しBlueprintを作成
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テンプレート
ネットワークの全体構成をテンプレートとして定義。
取りうる構成は２種類。

3-Stage CLOS

5-Stage CLOS
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テンプレート
3-Stage CLOSの制限事項。

項⽬ 内容 可否 対応

ファブリックリンク Spine-Leaf間複数リンク（ECMP） 可

異速度ファブリック（Leaf毎に異なる速度） 可

構築後のリンク増減 可 ラック交換

IPv6アンダーレイ 未対応 ロードマップ（Junos）

ラック 構築後のラック増減 可

Spine 構築後の増減 可 AOS_CLI

Generic Systems Leafに接続 可

Spineに接続 不可

構築後の増減 可
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テンプレート
テンプレートを新規作成。

→ テンプレート名を定義

→ 3-Stage CLOS

→ 3-Stage CLOSはUniqueを選択。

→ 外接ルータから受け取るネットワーク。後から変更可。

→ EVPN使⽤時。

→ Junos使⽤時はIPv4を選択。
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テンプレート

→ Spineless構成

Collapsed spine構成(spineless)の場合
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テンプレート
Spine to Leaf link Types 対応表。

サーバー
（オーバーレイ） アンダーレイ Links 

Type ネットワークOS

L2 Servers(デフォルトGW)

IPv4 IPv4 IPv4 All

IPv4 and/or v6 IPv4 IPv4 Junos以外

IPv4 and/or v6 IPv4 and v6 Dual Stack Junos以外

L3 Servers (BGP)

IPv4 IPv4 All

IPv4 and/or v6 Dual Stack Junos以外

IPv6 RFC5549 Junos以外

※L2 Server使⽤時のオーバーレイプロトコルはEVPNを前提とする。
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テンプレート
テンプレートを新規作成（続き）。

作成したラックタイプを選択
ラック数

→ ラックタイプを追加

→ Spine数

Spine⽤に作成したロジカルデバイスを選択

完成
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コンフィグレット
Apstraが⾃動でコンフィグを作成するもの以外は、
⼿動でコンフィグを作成しApstra経由でネットワーク機器に設定する。

コンフィグ

⾃動コンフィグ作成

IPファブリック内
IPファブリック外
• サーバ等接続ポート
• 外部ルータ接続
• 仮想ネットワーク（VLAN等）
• GBP（アクセスリスト）
• その他

※コンフィグレットは後から設定してOK。
⼿動コンフィグ作成

IPファブリック外
• ⼀部ルーティングプロトコル
• インタフェースアップダウン
管理系プロトコル
• SNMP、NTP等
• ポートミラーリング
• その他

コンフィグレットで対応
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コンフィグレット
コンフィグレットを新規作成（本項では作成までとし、機器への割当は別途説明）

→ コンフィグレット名

→ 対象のネットワークOSを選択

→ 設定対象のセクション。選択肢はネットワークOSをにより異なる。

→ 設定内容をここに貼り付ける。

→ 上記設定を消すための設定をここに貼り付ける（Junosは不要）
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コンフィグレット
Junosのコンフィグレット例。以下２つの形式をサポート

→ Apstra v4.0.2からSet形式対応→ Show configuration形式
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プロパティセット
コンフィグレット内のパラメータを引数として定義。
同じ値を複数のコンフィグレットで流⽤したり、コンフィグレット内の値のみ変えたい場合に便利。

→ プロパティセット名

引数 値
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プロパティセット
プロパティセットをコンフィグレットで使⽤。

→ プロパティセットで定義した引数
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プロパティセット
１つのプロパティセットで複数のプロパティを定義できる。

（例）３つのプロパティを作成

コンフィグレットで割当
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プロパティセット - Jinjaテンプレート
コンフィグレットのコンテンツはjinjaテンプレートに対応。
異なる複数のパラメータを⼀度にコンフィグレットで設定する場合に便利。

プロパティセット

コンフィグレット

プロパティセットを使わずコンフィグレット内で引数を定義することも可
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プロパティセット - ビルトイン
ビルトインのプロパティセットが予め準備されている。
これを使う場合、プロパティセットで定義せず、コンフィグレットで直接使⽤する。

コンフィグレット（例）
hostname
model
lo0_ipv4_address
security_zones.<name>.loopback_ip
logical_vtep_ipv4_address
bgpService.router_id
bgpService.asn

ビルトインプロパティセット（例）

実装されている全てのビルトインプロパティセットはAPIで確認。

APIについては別紙参照。

こちらのKBにも利用方法の説明あり
https://kb.juniper.net/InfoCenter/index?page=content&id=KB37700&actp=METADATA
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ネットワークリソース
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ネットワークリソース
ネットワークで使⽤するパラメータについて、使⽤する範囲を事前に定義。その後、各機器へ割当。
（本項では作成までとし、機器への割当は別途説明）

BGP
AS番号

ファブリックリンクIP

BGP
AS番号

BGP
AS番号

BGP
AS番号

BGP
AS番号

BGP
AS番号

外接ルータ
リンクIP

VXLANトンネルID

リソース

IPアドレス（IPv4/v6）
• ループバック
• ファブリックリンク
• 外接ルータリンク
• MLAGリンク（使⽤時）
• VXLAN VTEP（NOSに依る）

BGP AS番号
VXLANトンネルID
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ネットワークリソース
IP(v4) Poolを新規作成。

→ プール名を定義。ロケーションや⽤途を紐付けるとわかりやすい。

→ 当プールに割り当てるIPv4のレンジ。

プールから払い出す際に使⽤するサブネットマスク

⽤途 サブネットマスク
ループバック /32
ファブリックリンク（Spine-Leaf間） /31
外部ルータリンク（ルーテッドポート） /31
MLAGリンク /31
VXLAN VTEP /32
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ネットワークリソース
IP(v6) Poolを新規作成。
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ネットワークリソース
作成するプール数は⾃由に決められる。
（例）拠点毎に作成

（例）⽤途毎に作成
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ネットワークリソース
同様にASN、VNIのプールを新規作成。
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外部システム
・3rdパーティコントローラ
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3rdパーティコントローラ連携
Vmware vCenter、NSX-T連携。
これらが管理するバーチャルスイッチ、バーチャルマシン情報を取得、
Apstraが管理する物理スイッチとバーチャルスイッチのポート設定を⽐較し、不整合を検知するとアラート。

※ブループリントで登録したコントローラを指定する（ブループリントの章参照）

→ コントローラのIP

→ ログインID

→ パスワード
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ブループリント
• ブループリント作成
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ブループリント
ブループリント（以後、BPと呼ぶ）の役割は以下の通り。

項⽬ 説明
Staged 事前に作成したデザイン、リソース等を使い、ネットワーク構成をApstraで設計する場所。
Commit Stagedで作成した各デバイスのコンフィグを実機に投⼊。
Active 実機にコンフィグを投⼊した後に、実際のネットワーク状態を管理する場所。
Dashboard ネットワーク異常を監視。
Analytics Dashboardにはない、追加の監視機能を作成・モニター。
Time Voyager ネットワークの状態を世代管理する場所（ロールバック機能）。

本書で説明する範囲。残りの項⽬は別紙参照。



© 2020 Juniper Networks 82
Juniper Business Use Only

ブループリント作成
BPを新規作成。

→ BP名を定義。

→ 作成済みのテンプレートをプルダウンから選択

→ クリック
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ブループリント
• アンダーレイ

– コンフィグ作成
– ホスト名
– 結線
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ブループリント - Staged
Stagedで事前に作成したデザイン、リソース等を使い、ネットワーク構成をApstraで設計。

→ クリック

→ 次のスライドで解説
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ブループリント - Staged
Stagedの各タブの説明。

タブ 説明
Physical アンダーレイ（物理ネットワーク）設計
Virtual オーバーレイ（仮想ネットワーク）設計
Policies GBP（アクセスリスト）、802.1x認証、Routingポリシーを設計
Catalog グローバルカタログをBPに取り込む（※1）
Settings IPv6やJunos ESIに関連する⼀部の設定
Tasks BPで実⾏されたタスクを⼀覧表⽰
Connectivity Template Leafのエッジポート接続に関わる物理・論理設計

（※1）LD, IM, Configlet等、事前に定義してBPに取り込むものをグローバルカタログと呼ぶ。



© 2020 Juniper Networks 86
Juniper Business Use Only

ブループリント - Staged - Physical
物理ネットワークを設計。

→ Fullを選択するとトポロジー図が表⽰される

→ 上記、⾚⾊を緑に変えることがゴール。
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ブループリント - Staged - Physical - Resources
事前に作成したリソース（ASN, IPv4）を割り当てる。

→ SpineにAS番号を割り当て

→ LeafにAS番号を割り当て

→ SpineにLoopback IPを割り当て

→ LeafにLoopback IPを割り当て

→ Spine – Leaf間のリンクにIPを割り当て

編集ボタン。他の設定でもこのイメージは編集を意味する。ここをクリック。

① 割り当てるプールを選択

② Saveボタンをクリック

③ ⾊が⾚から緑に変化
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ブループリント - Staged - Physical - Resources
同様に他の項⽬も選択し、割り当てる。
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ブループリント - Staged - Physical - Device Profile
事前に作成したIMをBPのLDに割り当て、使⽤するDPを決定する（つまり機種を選択する）。

ラックやテンプレートで選択したLDを表⽰。

構築後にサーバリンクの追加・削除等を⾏う場合は定義しておく。
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ブループリント - Staged - Physical - Device Profile
事前に作成したIMをBPのLDに割り当てる。

クリック

クリック

② プルダウンメニューから使⽤するIMを選択
③ クリック

① チェックして全ノード選択。またはノード毎に選択
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ブループリント - Staged - Physical - Device Profile
残りのLDにもIMを割り当てる。

全て選択完了。

緑⾊になればOK。 この時点で外部ルータ等Generic機器の接続を除いたアンダーレイのコンフィグは完成している
トポロジーから適当なネットワークノードを選択。

クリック必要に応じて
同様に定義
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ブループリント - Staged - Physical - Device Profile
BPにおけるIMのLDへの割当は、各ノードの機種選択（DP選択）につながる。

IM(Interface Map)LD(Logical Device)DP(Device Profile) ➕

グローバルカタログ

ラックのLeaf⽤LD

テンプレートのSpine⽤LD

ブループリント
ラックのLeaf⽤LD

テンプレートのSpine⽤LD
IM(Interface Map)

割当
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ブループリント - Staged - Physical - Devices
Apstraエージェントで管理済みの実機と、BPの（設計上の）各ノードをマッピング。

実機 ブループリント

次ページ以降は、ロジカルデバイスの章で紹介した構成ではなく、縮⼩した仮想環境（vQFX使⽤）で説明を続ける。
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ブループリント - Staged - Physical - Devices
Apstraエージェントで管理済みの実機と、BPの（設計上の）各ノードをマッピング。

クリック

クリック

ラベル ネットワーク機器のホスト名

プルダウンメニューから実機を選択
シリアル番号（管理IP）

ネットワーク機器全てのSystem IDを選択。サーバは管理しない場合不要。

Deployが⾃動選択される
（モードの詳細は後述）

設定完了後も、サーバを管理しない場合は⻩⾊のままでOK。

Devices – Managed Deviceで“Acknowledged”してない場合は
プルダウンメニューに表⽰されないので注意。

”Managed Device”でロケーションを指定すると、上記メニューに表⽰される。
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ブループリント - Staged – Physical ダウンリンクインタフェース
Generic Systemとして接続している各Leafのダウンリンクを監視対象にする場合、
接続されているGeneric Systemのアイコンで”Deploy”とすることで監視対象となる。

ダウンリンクの
インタフェース クリック

Deployに変更

クリック

該当インタフェースも緑⾊に
なり監視対象となる。
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§ v4.0よりLeaf配下の接続⽅法は、Connectivity Templateを利⽤
§ 外接ルータとの接続形態は次の通り。Interface type(L2/L3)とPeer From/Toで接続元/先を選択

Leaf

外接ルータ

Peer From
Loopback IP

BGP Peer

Static Route
(BGP Peer⽤)

➕ BGP
Peer

冗⻑
接続例

Interface Type
LeafポートがVLAN(L2)

Peer From
interface

Peering To
Loopback IP

Peering To
Interface

冗⻑
接続例

Interface Type
Leafポートがルーテッド(L3)

“Virtual Network(L2)”接続“IP Link(L3)”接続

※Peer From Interface は物理アドレス ※Peer From Interface は、IRBアドレス(Leaf
毎に異なる)

Peer from/To
接続元/接続先

接続元:Peer from (Interface/loopback))
接続先:Peer to (Interface/loopback/Floating IP)

BGP
Peer

BGP
Peer

BGP
Peer BGP

Peer

ESI-LAG

注意:v4.0よりJUNOSの場合もL2 ESI+ BGPは可能になっ
たが、BGPは各Leafとpeering。
Interface downによる切り替えはBGPタイマーに依存。
LAGのhashにより対向からのパケットは期待しないLeaf
に送付されることがあるが、Apstra(4.x)の場合は、
VGWの設定をすることでLeaf間の通信が可能となる。

ブループリント - Staged – Physical 外部ルータ接続

※これら以外の接続要求がある場合は、お問い合わせ下さい。
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ブループリント - Staged – Physical 外部ルータ接続
外部ルータをリーフスイッチへ接続。ファイアウォールやロードバランサー等も同様の⼿順。

対象のスイッチをクリック

クリック
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ブループリント - Staged – Physical 外部ルータ接続
接続ポートを選択

← クリック

Link名

← 任意

Lagモード

← クリック

接続ポートを選択

1ポート⽬と同じ
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ブループリント - Staged – Physical  外部ルータ接続
接続ポートを選択

← クリック

Link名

← 任意

No LAG

← クリック

接続ポートを選択

1ポート⽬と同じ1ポート⽬と異なる値

No LAG

← クリック
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ブループリント - Staged – Physical 外部ルータ接続

これを選択するとトポロジー図で、
外部機器としてIPファブリック外に表⽰される

← 事前に作成した外部ルータ⽤のLD

← 任意のラベル

← 任意のタグ
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ブループリント - Staged - Policies - 外部ルータ論理接続
外部ネットワークに対しImport/Exportするルートを定義。
BGPを使う場合のみ設定。Static Routeは不要。

クリック
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ブループリント - Staged - Policies - 外部ルータ論理接続
外部ネットワークに対しImport/Exportするルートを定義。

Import Policy Export Policy

← ポリシー名
Default: ʻ0.0.0.0/0ʼのみ許可
All: 全て許可
Extra Only: 下記のPrefix-Listのみ許可

← Prefix Listを定義
← Prefix Listを複数定義

Exportしたいネットワークを選択

← Prefix Listを定義
← Prefix Listを複数定義

← BGPのAggregateルートとして対向に伝搬するPrefix(Junos未サポート)
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ブループリント - Staged - Physical  外部ルータ論理接続
アンダーレイでIPファブリックと外部ネットワークをつなげる論理構成を定義（アンダーレイでつなげる場合のみ）。

クリック
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
CT(Connectivity Template)で論理接続の⽅針を定義。

オーバーレイで使⽤

IPアドレスタイプ（v4/6）、VLAN ID、Routing Zone(VRF)指定 。

ルーティング⽅式選択、パラメータを定義。
Static Route -> 宛先のネットワークを指定。NexthopはApstraがアサインしたものを使⽤。
Custom Static Route -> Apstraが管理しないマニュアル定義のNexthopを使⽤。
BGP Peering (IP Endpoint) -> 対向のASやNeighbor IPをマニュアルで指定。
BGP Peering (Generic System) -> 対向のASやNeighbor IPをApstraのResourceで定義。
Dynamic BGP Peering -> 未サポート

外部ネットワークに対しImport/Exportするルートを定義（事前に定義したものを選択）
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
Static Routeで接続する場合。

①クリック

②クリック

← CT名 ← RZ（VRF）を選択

← VLAN Tagged/Untagged

← VLAN ID

← 外部ルータ接続リンクにIPv4アドレスを使⽤。（Junosはv6未対応）
IPアドレスは別途アサイン。

← Static Route（NexthopはApstraが⾃動設定）

← NexhopがVIPの場合ON
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
Static Routeで接続する場合（続き）。

クリック

チェック

チェック

外接ルータが接続しているポート

外接ルータが接続しているポート
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
Static Routeで接続する場合（続き）。外接ルータが接続するリンクのIPアドレスは２通りの設定⼿法あり。

Apstraがリソースから払い出す マニュアルでIP設定

リソースから選択 クリック

クリック

クリック

スイッチ側のIPアドレス 外部ルータ側のIPアドレス

または
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
BGPで接続する場合。

①クリック

②クリック(どちらか⽚⽅)

BGP Peering (IP Endpoint)
対向のASやNeighbor IPをマニュアルで指定。

BGP Peering (Generic System)
対向のASやNeighbor IPをApstraのResourceで定義。

⼿順はStatic Routeと同様

クリック

※事前に定義したRouting Policyを適⽤する場合、③Routing Policyもクリックし、次ページで選択。定義しないと“Default_immutable”がアサインされる。
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
BGPで接続する場合（続き）

BGP Peering (IP Endpoint) BGP Peering (Generic System)

クリック
ロードマップ

対向のAS

TTL

Neighbor IP
※このIP⽤にStatic Route等は⾃動で設定されない

クリック

BGP Source IPを選択

対向のIPを選択
Loopbackを選択するとStatic 
Routeが⾃動設定される。

BFD On/Off
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
BGPで接続する場合（続き）

クリック

チェック

チェック

外接ルータが接続しているポート

外接ルータが接続しているポート
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
BGPで接続する場合（続き）リソースからパラメータ払い出し。

BGP Peering (IP Endpoint) BGP Peering (Generic System)

Generic向けLinkIPの設定⽅法は次ページ参照
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
BGPで接続する場合（続き）。外接ルータが接続するリンクのIPアドレスは２通りの設定⼿法あり。

Apstraがリソースから払い出す マニュアルでIP設定

リソースから選択 クリック

クリック

クリック

スイッチ側のIPアドレス 外部ルータ側のIPアドレス

または

注:Leafのlocalのas番号はLeaf全体のas番号で
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ブループリント - Staged - Physical - 外部ルータ論理接続
BGPのAS番号について

対向から接続するAS番号はLeaf全体でのAS番号となります。
Routing-ZoneやBGPのネイバー毎にこのAS番号を変更することはできないためご注意下さい。
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ブループリント - Staged - Physical - ホスト名
Apstraはネットワーク機器のホスト名を⾃動作成する。

対象 命名ルール
ネットワーク機器 Spine Spine1, Spine2 ...

Leaf Rack名 + Rack番号(連番) + Leaf名 + Leaf番号(連番)
GS Generic System(※1)

(※1) Apstraで管理するための名前。実際のホスト名と異なってもApstraはエラーを出⼒しない。

ER以外のネットワーク機器およびサーバーはアンダーレイ構築後でもホスト名を⾃由に変更できる。
変更したい対象ノードをトポロジーから選択。
画⾯右側にホストが表⽰される。

クリック

変更

保存
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ブループリント - Staged - Physical - 結線
デバイス間の結線タイミングについて説明する。
ApstraはLDのポートデザインに基づき、⾃動でトポロジーおよびケーブリングマップを作成する。

条件 From To LLDP検知
による⾃動修正 ⼿順

先に結線し、その後ApstraでLDの作成、アンダーレイの設定をする場合
Spine Leaf 可能 実際の結線状況をLLDPで確認し、Apstra管理のトポロジーを⾃動修復
Leaf Server 不可 ケーブリングマップ修正機能でApstra管理のトポロジーを⼿動修復
Leaf Generic 不可 同上

先にApstraでLDの作成、アンダーレイを設定し、後から結線する場合
Spine Leaf 不要 ケーブリングマップをApstraからダウンロードし、結線作業を⾏う。
Leaf Server 不要 同上
Leaf Generic 不要 同上

（例） Spine向けに4本使う場合ERは5番から。 1番からサーバ台数分使⽤
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ブループリント - Staged - Physical - 結線
先に結線した場合のLLDPによる⾃動修正。

クリックしてLLDP情報を取得

Spine – Leaf間で不整合を検知し報告

クリック

”Links”
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ブループリント - Staged - Physical - 結線
先に結線した場合のLLDPによる⾃動修正（続き）。
LLDPに基づいた値が表⽰されるのでUpdateしてApstraが持つトポロジーを修正。
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ブループリント - Staged - Physical - 結線
先に結線した場合のケーブリングマップ⼿動修正。

クリック
修正してUpdate
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ブループリント - Staged - Physical - 結線
ケーブリングマップをダウンロード。CSVをエクセルで開くと確認しやすい。

クリック

JSONかCSVを選択

ローカルにダウンロード
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ブループリント
• デバイス設定投⼊
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ブループリント - Uncommited
ネットワーク機器へ設定を投⼊する準備が整ったら“Uncommited”タブをクリック。

タブ 説明
Logical Diff これから変更する内容を事前に確認
Full Nodes Diff 上記Logical Diffの詳細情報
Build Errors 変更内容に不整合がありCommitできない状態。ネットワークのトラブルを未然に防ぐ。
Warnings 変更内容に問題がありそうな箇所を申告。Commitはできるが内容を確認すべき。

Build Error, Warningが出ていないことを確認。
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ブループリント - Uncommited
Build Error, Warningが出ていなければCommitでコンフィグを実機に流し込む。 Commitをクリック

※ アンダーレイの設定変更に限らず、Apstraでは設定変更後は、Commitが必⽤。
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ブループリント - Uncommited
ブループリントのロールバック機能はCommitの度にスナップショットを取り、切り戻し作業に使う（詳細は別途）。
そのスナップショットの説明⽂をオプションで書く（空⽩でも可）

Commit内容を記述（⽇本語に対応）。
例︓「初期構築」、「VLANXXX追加」等

Build ErrorやWarningが表⽰されない限り、Commitは好きなタイミングで実⾏できる。
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ブループリント - Uncommited
BPのStagedでCommit前に変更内容を無効にできる（変更をキャンセルしたい場合）。

Revertをクリック
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ブループリント
• オーバーレイ
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ブループリント - Staged - Virtual
Staged - Virtualタブの説明。

タブ 説明
Virtual Network VLANやVXLANなど仮想ネットワーク関連
Routing Zones VRF及びそのVRFにおけるRouting Policy
Floating IPs CTで定義したCustom Static Routeを表⽰
Static Route CTで定義したStatic Routeを表⽰
Protocol Sessions CTで定義したBGPセッションを表⽰
Remote EVPN Gateways DCI（POD間接続）を構築
Virtual Infra VMWareやNutanix等の外部システム連携
Endpoints GBP（アクセスリスト）関連

本章で説明する範囲。残りは別途解説。
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ブループリント - Staged - Virtual - Routing Zones
RZ（Routing Zone）とはネットワーク機器のルーティングテーブルを論理分割するVRFのこと。
アンダーレイはʼdefaultʼRZを使⽤。オーバーレイは新規作成のRZを使⽤。
VXLANを使⽤したネットワークを構築する場合、１つ以上の新規RZを作成。
マルチテナント環境を構築するには、さらにRZを作成。

（例）L2サーバ接続（VXLANを使う環境）

アンダーレイ(ʼdefaultʼ RZ)
新規VLAN X (新規RZ_A)
新規VLAN Y (新規RZ_A)
新規VLAN Z (新規RZ_B)

同じRZ

-> マルチテナントの場合、別のRZ
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ブループリント - Staged – Virtual - Routing Zones
RZを新規作成。
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ブループリント - Staged – Virtual - Routing Zones
RZを新規作成（続き）

→ VRF名

→ VXLANルーティングで使⽤するL3 VNI⽤のVLAN。指定しなければApstraが⾃動アサイン（未使⽤の若番から）。

→ VXLANルーティングで使⽤するL3 VNI。指定しなければApstraが⾃動アサイン（未使⽤の若番から）。

→ Routing Policyの割当。指定しないと“Default_immutable”がアサインされる。

Junos未サポート
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ブループリント - Staged – Virtual - Routing Zones
IP Poolから新RZ⽤のLoopback IPを割り当てる。
※現時点のApstraバージョンでは作成したRZを全てのLeafに設定する。

DHCP Relayの設定を実施する場合、作成したRZをクリック。

クリックしてリソース割り当て
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ブループリント - Staged – Virtual - Routing Zones
LeafでDHCPリレーを設定（オプション）

クリック

→ DHCPサーバのIPアドレス
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ブループリント - Staged – Virtual - Routing Zones
外部ルータと論理接続（Default VRFで物理接続は実施済み）

アンダーレイで作成したCTを編集
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ブループリント - Staged – Virtual - Routing Zones
Default VRFと同様に、新VRF⽤の外接ルータ向けリンクIP、ルーティング（Static or BGP）をCTで定義。

アンダーレイで作成済み 新VRF分を追加

← クリック

どれかクリック

CT内のパラメータ、新VRF⽤の外部ルータ向けリンクIPアドレスは、
Default VRFの設定と同様。
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ブループリント - Staged - Virtual - Virtual Networks
VN（Virtual Network）とはサーバーや外部ルータが属する仮想ネットワークのこと。
新規VNは必ず”default”以外のVRFに属する。

（例）VXLANを使う環境

アンダーレイ(ʼdefaultʼ RZ)
新VLAN X (新RZ_A)
新VLAN Y (新RZ_A)
新VLAN Z (新RZ_B)

同じRZ

-> マルチテナントの場合、別のRZ

ここの部分
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ブループリント - Staged - Virtual - Virtual Networks
新規VNを作成。
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ブループリント - Staged - Virtual - Virtual Networks
新規VNを作成（続き）。選択肢 説明

VLAN LeafのポートにL3サーバーが接続され、VLANをアサインする場合（VRFは“default”のみ選択可）
VXLAN LeafのポートにL2サーバーが接続され、ラック間を跨ぐL2/3通信を⾏う場合（VRFは“default”以外選択可）

→ VRFを選択→ VNの名前

→ VXLAN ID。未指定は⾃動アサイン

このVNでDHCPリレーを使⽤
IPv4 Subnetを有効 VNのサブネット

Anycast GW

→ 全リーフに同じVLANをアサインする場合 → 全リーフにアサインするVLAN

Anycast GW 
(GenericのデフォルトGW)を有効
※Anycast GW/Virtual-GWのアドレスアサイン⽅法については
資料最後の補⾜を参照
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ブループリント - Staged - Virtual - Virtual Networks
新規VNを作成（続き）。

→ CTでポートアサインする際のVLAN Tag/Untagged

このVNを設定するLeafを選択

前述の”Set same VLAN ID”をチェックしていない場合、ここで指定 Junosは不要
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ブループリント - Staged - Virtual - Virtual Networks
新規VNを作成（続き）。

リソースからVNIを割り当て

作成したVNをLeafポートへアサイン
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ブループリント - Staged – CT
新規VNを作成（続き）。

サーバ等が接続されたポート

LAGに属する物理ポートは表⽰されない
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ブループリント - Staged – CT
複数のVirtual NetworkをまとめてLeafポートへアサイン。

クリック

ポート選択
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ブループリント - Staged – IPv6
OverlayのIPv6の有効化⼿順

注意事項：
1. Fabric UnderlayのIPv6サポートではない
2. 非EVPN L2 NWではIPv6は利用できない
3. 5-stage ClosではIPv6は利用できない
4. EVPN L2 deploymentではsecurity policy機
能が利用できない

5. IPv6 supportを有効にした場合、設定から
戻すことができずTime Voyagerで戻す必要
がある
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ブループリント - Staged – IPv6
IPv6 ApplicationsをONにするとVirtual NetworkでIPv6設定が可能となる
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ブループリント
• コンフィグレット
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ブループリント - Staged – Physical - Configlets
デザインで作成したコンフィグレットをBPにインポートし、ノードに割り当てる。

プロパティセット

コンフィグレット

引数を使⽤

デザイン ブループリント
インポート

ノード

インポート
Spine,Leaf等の役割を選択
または、ホスト名を選択

プロパティセットを使⽤する場合、コンフィグレットより先にインポート。
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ブループリント - Staged – Physical - Configlets
プロパティセットのインポート。Catalog -> Property Sets

→ プルダウンから選択



© 2020 Juniper Networks 146
Juniper Business Use Only

ブループリント - Staged – Physical - Configlets
コンフィグレットをインポート。Catalog -> Configlets

または、Physical -> Configlets

→ クリック
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ブループリント - Staged – Physical - Configlets
コンフィグレットをインポート（続き）。

→ プルダウンから選択

→ プルダウンから項⽬を選択

選択
選択

AND/OR
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ブループリント
• フィルタ
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ブループリント - Staged – Policies (VN)
Security Policyは従来のデバイス毎にアドレスでフィルターをするというACLの考えからApplication Point間
(routing zone, VN, subnet(internal/external) etc.)に対して通信制御を⾏う考え⽅になります

注意事項：
1. SourceとDestのApplication pointは同じRZに所属していること
2. Configlets等で作成されているSecurity Policyが存在する場合、

Conflictが発生する可能性がある
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ブループリント - Staged – Policies (VN)
Application Point間のRule設定画⾯。設定できる内容は以下の通り。
Deny All / Permit Allを追加するとそれぞれblocklist policyとallowlist policyが作成されます

Deny AllとPermit Allで作成されるポリシー
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ブループリント - Staged – Policies (VN)
VN間でSecurity Policy作成後の画⾯。対象のRZにinputのfilterが追加される

root@leaf-qfx10002-36q-1> show system rollback compare 0 1
[edit interfaces irb unit 10 family inet]
- filter {
- input ACL_VLAN_10_IN;
- }
[edit]
- firewall {
- family inet {
- filter ACL_VLAN_10_IN {
- term ACL_VLAN_10_IN-5 {
- from {
- source-address {
- 150.1.1.0/24;
- }
- destination-address {
- 10.0.1.0/24;
- }
- protocol icmp;
- }
- then accept;
- }
- term ACL_VLAN_10_IN-10 {
- from {
- source-address {
- 150.1.1.0/24;
- }
- destination-address {
- 0.0.0.0/0;
- }
- }
- then accept;
- }
- }
- }
- }

投⼊コンフィグ例
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ブループリント - Staged – Virtual – Endpoints
(Internal Endpoint)
Internal Endpoint間でSecurity Policyを設定

注意事項：

IPv4 SubnetにVGWのIPを含めないこと。
含めるとエラーとして検出される
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ブループリント - Staged – Virtual – Policies
(Internal Endpoint)
Internal Endpoint間でSecurity Policyを設定。Ruleは例でPermit All。
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ブループリント - Staged – Policies  – Settings
Security PolicyはACLのように設定順序を意識せず設定が可能。
各Policiesが重複するエントリーがある場合、何を優先するかを設定可能。

注意事項：
・同じ粒度のものがある場合は、Conflictとして検知し
どちらのエントリーを優先するかを選択する必要がある。

・エントリー内容によっては、各デバイスに設定済みの
既存のフィルターの設定順序が変わる可能性がある。
Configlet等を利用する場合は注意。

→ デフォルトではmore specificとして、
粒度が細かいエントリーを優先

サンプル: More specicfic first
・10.0.0.0/16  deny
・10.0.1.0/24  permit
上記のエントリーを設定した場合、

粒度の細かい10.0.1.0/24  を優先し、各デバイスには
このエントリーが先に投入されるように設定される。
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ブループリント
• DCI
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ブループリント
• バーチャルインフラ
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ブループリント - Staged – Virtual – Virtual Infra
Vmware vCenter、NSX-T、Nutanix連携。これらが管理するバーチャルスイッチ、バーチャルマシン情報を取得、
Apstraが管理する物理スイッチとバーチャルスイッチのポート設定を⽐較し、不整合を検知するとアラート。
Remediation機能でバーチャルネットワークを⾃動作成

→ External Systemで登録したコントローラを選択

→ バーチャルネットワーク⾃動作成機能（バーチャルスイッチポートに登録され、物理スイッチポートにないVNを⾃動で作る機能）

→ VN Type

→ VNを作るRZを選択

※監視はIBAで実施（別紙モニタリングガイド参照）
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補足資料

Juniper IRBアドレスアサインについて
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IRB Addressing GW Models in EVPN/VXLAN 

• IRB 固有 IP アドレス
– 各LeafのIRBに⼀意のIPアドレスとMACアドレスを設定
– 固有のIPアドレスを使⽤して各IRBを監視、到達することが可能
– IRBにルーティングプロトコルを利⽤することも可能
– 多くのアドレスを消費

• IRB固有IP アドレスとVirtuai-Gateway IP アドレス
– 上記の固有IPアドレスに加えて、virtual gateway IPを追加
– 共通のvirtual gateway IPとして、共通のアドレス、MACを設定
– CRBモデルとしてspineでルーティングをするときに推奨することが多い
– 上記と同じく多くのアドレスを消費

• Anycast IP アドレス
– すべてのオーバーレイのゲートウェイは同じアドレス、同じMACで構成
– ERBモデルとして、各Leafでルーティングするときに推奨することが多い。

IRB Addressing Models
https://www.juniper.net/documentation/en_US/release-
independent/solutions/topics/concept/solution-cloud-data-center-
components.html#irb-addressing-overlays

IRB IRBIRB

Juniper EVPN/VXLANのIRBアドレスは次のようなデフォルトゲートウェイ、IP、MACアドレスの
アサイン⽅法がある。

ERB場合のIRB構成
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IRB Addressing GW Models in EVPN/VXLAN 

• Virtual-Gateway IP

There are two methods for configuring gateways for IRB interfaces
https://www.juniper.net/documentation/en_US/release-independent/solutions/topics/task/configuration/edge-routed-overlay-cloud-dc-configuring.html#id-
configuring-an-edgerouted-bridging-overlay-on-a-leaf-device

• Anycast IP

JUNOSサンプル設定
LEAF A
set interfaces irb unit 500 family inet address 
10.1.4.2/24 virtual-gateway-address 10.1.4.1 
set interfaces irb unit 500 virtual-gateway-v4-mac 
00:00:5e:00:00:04

LEAF B
set interfaces irb unit 500 family inet address 
10.1.4.3/24 virtual-gateway-address 10.1.4.1 
set interfaces irb unit 500 virtual-gateway-v4-mac 
00:00:5e:00:00:04

JUNOSサンプル設定
LEAF A
set interfaces irb unit 700 family inet address 
10.1.6.254/24
set interfaces irb unit 700 mac 0a:fe:00:00:00:01

LEAF B
上記と同⼀のアドレスとMACを設定

各Leaf 固有IPアドレスと、共通の
Gateway IP, MAC

各Leaf に共通のGateway⽤のIP, MAC
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Apstra  IRB Addressアサインについて

JUNOSサンプルコンフィグ
irb {
unit 3 {

mac 00:1c:73:00:00:01;
family inet {

mtu 9000;
address 100.1.1.1/24;

}
}

• Apstra GUIでVN作成時に[Virtual Gateway]をチェックする場合、
Anycast IPとして各LeafのIRBには、GWアドレスのみサイン

[Virtual Gateway]を有効にする

Anycast IPとして
Gatewayのみ
設定

各Leafのアドレスアサインはなし

4.0.2
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Apstra  IRB Addressアサインについて
• VN作成時は[Virtual Gateway]をチェックせず、作成後にチェックを追加する場合、

各Leafに固有のアドレスがアサイン。

JUNOSサンプルコンフィグ
各leafのアドレスと共通のvirtual-gatewayアドレスが有効化

irb {
unit 4 {

virtual-gateway-v4-mac 00:1c:73:00:00:01;
virtual-gateway-accept-data;
family inet {

mtu 9000;
address 101.0.0.1/24 virtual-gateway-address 101.0.0.4;

IPv4を有効

[Virtual Gateway]は無効

① VN作成時はVirtual GWは無効

各Leafに
アドレスがアサイン

② VNをeditし、Virtual GWを有効化

Virtual GWを有効化

• VNを修正し[Virtual Gateway]をチェックする場合、Virtual-Gatewayアドレスがアサイン

4.0.2
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Apstra  IRB Addressアサインについて
• VNの編集で各Leafのアドレスを削除することで、

Virtual-Gateway(前⾴)からAnycast IPに変更

JUNOSサンプルコンフィグ
irb {

unit 4 {
mac 00:1c:73:00:00:01;
family inet {

mtu 9000;
address 101.0.0.4/24;

VNのeditで
各Leafのアドレスを削除

anycast IPのみ設定

4.0.2
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Apstra  IRB Address – 外部BGP接続アドレスについて
• L2 over BGPの外部接続時のIRBアドレスについて

L2 over BGP(peer from interface)とする場合、IRBのアドレスを利⽤しBGPを確⽴する。
この場合、Anycast IP/Virtual-Gatewayに対してBGPを確⽴するのではなく、
Anycast IPが有設定されている場合でもVirtual-GatewayのIPと固有IPをアサインし、
固有IPに対してBGPを確⽴する設定が適⽤される。

IRB IRBIRB

protocols {
bgp {
--- snip
neighbor 100.1.1.3 {

description "facing_single-external";
local-address 100.1.1.2;
peer-as 64517;

irb {
unit 3 {

virtual-gateway-v4-mac 00:1c:73:00:00:01;
virtual-gateway-accept-data;
family inet {

mtu 9000;
address 100.1.1.2/24 virtual-gateway-address 100.1.1.1;

Anycast アドレスを利⽤しているVNを指定しBGP接続するJUNOSサンプル

BGP
該当Leafに
固有のアドレスをアサイン

4.0.2
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Thank you


